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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は前立腺特異抗原PSAおよび副腎アンドロゲンDHEA-Sの経年変化と、夜勤交代
勤務の関連を明らかにすることである。対象は製造工場の中年男性従業員。PSAは50歳以上の251人にの4年間の変化、D
HEA-Sは40歳以上756人の1年間の変化をみた。PSAの変化量、PSA新規有所見の発生に職種・勤務体制は関連がなかった
。DHEA-Sは深夜勤務なし群では増加したが、深夜勤務あり群では減少し、有意な違いが認められた。以上の結果より、
深夜勤務は副腎アンドロゲンDHEA-Sの加齢に伴う低下を加速する可能性が示唆された。前立腺腫瘍性変化に対する夜勤
交代勤務の影響については明らかではない。

研究成果の概要（英文）：We investigated the relationship of night and shift work and four year change of 
serum prostatic specific antigen (PSA) and one year change of adrenal androgen (DHEA-S). The numbers of 
subjects were 251 employees aged 50 and over for PSA study and 756 employees aged 40 and over for DHEA-S 
study. The number of participants whose PSA exceeded the normal range after 4 years was eleven. Night 
work or shift work did not show any relationship for increase of PSA. DHEA-S decreased with age. The 
level and trend of changes of DHEA-S for one year was different among the groups categorised by work 
schedule. Participants engaged in night work showed more decrease of DHEA-S compared with others. It 
suggested that night work might accelerate an aging change of DHEA-S. However, the effects of night work 
on prostate should be studied more.

研究分野：医歯薬学
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１．研究開始当初の背景 
2007 年には国際がん研究機関（IARC)は交

代勤務をがんのリスクとなる可能性のある

因子（Group2Ａ）に加えた。夜勤交代勤務と

がんとの関連では、乳がんについてはほぼ一

致した見解になっている。しかし、前立腺が

んについては、システマティック・レビュー

において夜勤交代勤務者の前立腺がんの相

対危険度は 1.24 と有意であったとの報告も

ある（Rao D ら,2015）が、まだ報告は少ない。

我が国からは Kubo らが JACC Study データを

用いて、夜勤交代勤務者では日勤者に比べて

前立腺がんリスクが3.0倍高かったことを報

告した(Kubo T, 2006) 。PSA は前立腺がんの

マーカーであり、がんの早期発見に役立つ数

少ないマーカーの一つである。しかし、これ

までのところ PSA を用いて、夜勤交代勤務と

の関連を検討した研究はほとんどない。そこ

で、我々は平成 22～24 年に一製造工場の 50

歳以上の労働者を対象に横断調査を行い、

PSA と勤務との関連を分析したが、有意な関

連は認められなかった。 

夜勤交代勤務ががんのリスクを高めるメ

カニズムについても未知の部分が多い。夜勤

交代勤務による概日リズムのずれが内分泌

環境を変化させることが一因として推定さ

れている。夜間に働くことによるメラトニン

分泌の低下が性ホルモンの制御を修飾する

ことや、メラトニンのもつ抗腫瘍作用の不足

が関与しているとも推測されている。性ホル

モ ン の 中 で は 、 副 腎 ア ン ド ロ ゲ ン

（DHEA,DHEA-S）は加齢に伴い減衰する老化

バイオマーカーと認識されている。そのレベ

ルが生命予後に関連するとの報告がある

（Roth GS,2002）。夜勤交代勤務が副腎アン

ドロゲンの加齢に伴う推移に関連している

可能性があるが、研究されていない。 

以上より、夜勤交代勤務と前立腺腫瘍との

関連、またホルモン環境への影響について更

なる研究の蓄積が必要と考えられた。 

２．研究の目的 

本研究は、夜勤交代勤務による概日リズム

の乱れが、ホルモン依存性がんの一つである

前立腺がんのリスク要因であるとの仮説を

検証するための研究の一環として、次の 2点

を明らかにする。①前立腺特異抗原 PSA レベ

ルの経年変化と夜勤交代勤務への暴露の関

連を明らかにする。②副腎アンドロゲン

（DHEA-S）の経年変化と夜勤交代勤務への暴

露の関連を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

本研究は金沢医科大学疫学研究倫理審査委

員会の承認(2014年4月2日)を得て行った。ま

た、対象事業所において事業所代表者および

従業員の代表を含む安全衛生委員会で承認を

得て実施した。 

（１）対象：一つの軽金属工場に勤務する男

性従業員のうち、労働安全衛生法に基づく定

期健康診断を受診した40歳以上(平成26年度

の年齢)62歳未満のものを対象とした。 

（２）調査項目：2014年はDHEA-Sを、2015年

はDHEA-S（ClEIA法 by BML））とPSA(タンデ

ム)を測定した。また夜勤交代勤務の有無、職

種、ストレス、抑うつ傾向（CESD）などの仕

事要因については、2014年に自記式質問紙調

査を行った。 

（３）レコードリンケージ： 

研究①（前立腺特異抗原PSAレベルの経年変化

に関する研究）では、平成27年のPSAと平成23

年のPSA(対象50歳以上)を結合した。平成27

年にPSAを測定したもののうち、平成23年時点

に50歳以上でPSA測定の対象年齢であったの

は307人であった。このうち平成23年のPSA測

定値があったのは251人（81.8％）であり、こ

れを解析対象とした。 

研究②（副腎アンドロゲン（DHEA-S）の経年

変化）では、2014年度のDHEA-Sおよび健診デ

ータ、質問紙調査データと2015年はDHEA-Sを

結合した。平成26年にDHEA-Sを測定できたも



のは922人、このうち2015年にもDHEASを測定

できたのは796人（86.3％）であった。さらに

職種・勤務形態など分析に必要なデータが揃

っていたもの756人を解析対象とした。 

（４）解析方法： 

研究①PSAが2011年には正常範囲であり2015

年には有所見（PSA、4.0ng/ml以上）を新

規有所見者として職種・勤務体制との関連を

年齢、主な健診性正規を調整し分析した（多

重ロジスティックモデル）。また、PSAの変化

量に関連する要因を重回帰分析にて検討した。 

研究②DHEAS(2014)の関連要因の横断分析を

行った(重回帰分析)。次いで、2014年と2015

年の値の変化を2014年の職種・勤務体制間で

比較した（一般線形モデル、反復測定、共分

散分析）。職種、勤務体制のグループ分けは

事務系職種、現業系職種で深夜勤務なし、現

業系職種で深夜勤務ありとした。統計解析に

はSPSSv.22.0（IBM）を用いた。 

 

４．研究成果 

研究①PSAと夜勤・交代勤務：平成 27年

は 251 人中 14 人（5.6％）が PSA有所見

であった。また、ベースラインは正常範囲

内で 4 年後に有所見であったのは 11 人で

あった。有所見者の新規発生と職種・勤務

体制は関連がなかった。PSAの変化量にも

職種・勤務体制の 3群間で差がなかった。 

研究②DHEA-Sと夜勤・交代勤務 

ア . 横断分析 (表 1、図１ )：血清中の

DHEA-S 値と最も強く関連していたのは

年齢であった（重回帰分析、R二乗0.207））。

職種・勤務体制による 3群間で、DHEA-S

値に有意差はなかった。また深夜勤務の有

無による 2群間でも有意差はなかった。 

イ．縦断分析(図２、表２)：DHEA-S の 1 年間

の変化の方向は、増加、減少ほぼ同数であっ

た。 

1年間のDHEA-Sの変化と勤務体制の関係を一

般線形モデル（反復測定、共変量(年齢)で分

析した。事務系、現業系・深夜勤務なし群で

は年齢調整推定値が増加していたのに対し

て、現業系・深夜勤務あり群では減少してい

た。また、職種を分けずに深夜勤務の有無に

よる 2群で比較したところ、「深夜勤務あり」

群は減少、「なし」群は低下し、有意な違い

が認められた。 

図 1 DHEA-Sと年齢の単相関  

 

表 1 DHEA-Sと年齢、健診成績との関連 

図２ DHEA-S の変化量（2014 年値-2015 年値）の
分布 

 
表 2 1 年間の DHEA-S の変化と勤務体制との関連
（一般線形モデル、反復測定、共変量：年齢） 

 



以上の結果より、PSA の 4 年間上昇に関し

ては夜勤交代勤務の影響は認められなかっ

た。ただし、追跡可能対象数および新規有所

見者数が少なく、本研究をもって結論づける

ことはできない。 

副腎アンドロゲン DHEA-S は加齢に伴って

低下するホルモンであるが、深夜勤務はそれ

を加速する可能性が示唆された。しかし、2

時点の測定では経年変化をみるには不十分

であり、今後さらに測定点を増やして評価す

る必要があると考えられた。 
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